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Ⅰ・緒　　　―■、言
桔梗發病とツベルクサン反應との関係に就
ては極めて多数の報告がある。結核發病者の
大部分がツ反應陽性を示すことは、一般に認
められてゐるところである。併L桔梗患者に
於て．ツ反應が陰性を示す場合のあることも
亦事實である。重症桔梗患者の示す所謂陰性
アネルギーに就ては．我々の屡々経驗すると
◆己ろである。ツ虎應陽棒前め結線發病例を報
告してゐるものに、荒川、′林、島村、幅乱
中西、田村がある。貝田、Sole叫三友、荻
原、村上等は．開放性結穣患者で、陰性7ネ
んギーとは思はれないツ尿應陰性例に就て述
べてゐる。坂本、於岡も踏板發病時のツ反應
陰性例を報告してゐる。一旦陽性となれるツ
反應が陰性事酎ヒする場合、即ち陽性7ネルギ
′′
一に就ては、上田、―贅楊、中「村、敷波，楠井、
野適地、村上．Couts，Hardyの報昔がある。
寺島、Pon亡her，柳揮．木田は、ウ反應陰性
例に関する考察に就て記述してゐるる著者は
体質性エオヂノフィリーを有する1＄才の女子
―■　■
が．肺桔梗蟄病後間もなくツ反臆陰性となれ
る一例を経驗したので韮に報告する。
ⅠⅠ症　　　　　　例
―、
患者は昭和占年生れの女子。
家族歴に特記すべきことはない0
既往歴とLては、2才時麻疹〔肺炎在併発〕私儀
過L、13才時に気管支炎と冨はれたことがある0生
来感冒に罷り易かったが、喘息様発作在認めたこと
はない。其の他特記すべきことはない0
昭和22年6月長崎医科大学厚生女学部に入学した0
ブ反応は昭和22年11月に陽転す。23年占月初旬より
詔む王き誘因なくLて、全身倦怠感、熱感、節構、
胸幅、帯革、諒倭及び盗抒等毎訴へたが、咳噺、暗
琉等に気付かず、食懲卜睡眠共に良好なので、平常
通り講義並びに莫習に出席してゐた。
＿　同年7月ア日朝診。彗時全身倦怠感、胞稲、肩凝
り等な訴へたが、咳噺及び噂瑛は認めない0体格申、
体重亜・5kgであるが、3ケ月間に4・5kg減少一した
と冨ふ。ツ反応陰性。休漁抑・0ロC脈樽9口重にし
て整。左側醸部に跳豆大の淋巴晩2～3個毎触れる0
肺肝界第占肋骨、心濁音界略正常。心零は純で、巽
＝肺動脈晋ほ克達してゐる。肺野に放ては、右側背
面下部は打診上短で、呼吸性移動不充分○聴診上、
右肺野前面中央部に放て、呼吸官鋭利なるも、随伴
晋毎聴取しない。腹部に異常缶詰めない。腱反射及
び感盛典に正常。肺活量2300亡C，呼吸停止時問24砂、
胸囲80・Ocm，呼吸墓1・5cm。血圧最高108、最低
45mm甘g。血液所見は赤血球442万、血色素82％、
色素係数0・犯。白血球―数9400、エオヂン噂好細胞
11・0％、中性境野細胞52・5タi、〔助轟型1・0プi、梓
I
状咳7・ロブi、分乗境44・5ヲi）、琳巴輔33・0％ト大
串横軸胞3・5タi、塩基噂好細胞及びプラズマ細胞ね
認めない0赤改植SMR＝50・25。尿所見に異常缶認
めない。糞便申に少数の姻虫卵及び十二指腸虫卯在
Il
証明す0曙暁は灰白色で師ヂストマ即陰性、結核菌
ほ集菌及び培養に於ても陰性であったが、多数のエ、
オジン噂好細胞な清めた。レソトゲソ写真に放てほ、
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右肺中野に肺門影に接続Lて蓼出性の浸潤像む認め
た。
右肺門周囲浸潤の病名の下に、2ケ月間転地安静
●
横着在なす。’敵地療養の鐘、諸症状が鞋快したので、
9月より講義のみに出席し、莫習在免除Lて窓過年
観察してゐたが、全身倦怠感、胞囁、肩凝等の自覚
症状が増強L、レソトヂソ学的にも病巣が下方に拡
る傾向が見られたので、入院せしめ右側の人工気胸
療法克行ふ。間もなく左肺野にも革常陸潜む認めた
ので†両側人工気胸療法和栗施す0入院気胞療法申
の続過は順調で、自党症状及び他党駒所見が軽快し
たので、24年2月退院し、通院気胸療法在受けてゐ
たが、多数の随伴菅毎聴取すると共に、赤沈値の促
進在来したのモ、24年5月再度入院す。
入院後の血液検査に放て、自血球敬一Ⅰ2500、エオ
ヂソ噂肝細胞占8．ロ％ね認む。其径10回の血液検奄
に放て、常に白血球増多とェオヂン噂好細胞増多と
毎認めた。即ち白血球数12500〝23900。エオヂン
境野細胞40・5～ア2・5％缶示Lた。其の問糞便中に
十＝指腸虫卯缶証明したことがあったが、駆虫優に
放ても白血球数とェオヂン噂肝細胞の比率には影響
ね認めなかった。骨膵液の検査に放ては40・5タ左のエ
オヂン噂肝細胞在認めた。故に興嘩あることは、患
者の父母及び同胞全員5名に放ても、白血球噂多及
びェオヂノブイリー毎認めており、所謂家族性エオ
ヂノブイリーと称すべきものである8
患者の体質に就て見るに、―生宋感冒に寝息し易く、
気管支炎及び肺炎の既社歴あり。扁桃睨及び甲状晩
の肥大在認めない0琳巴隠は左側頭部に醜玉大のも
の2～3個在触れる古庄膚括劃反応は比核的著明な
｝　るも、筋痺攣ほ著明でない○予防按柾時の反応は鞋
ⅠⅠⅠ葛
以上は患者に閲する調査磯蹟の概要である
が、胸部レントゲシ朗見及び剋盲部に於ける
手術所見より、病名を肺結核乗桔梗性腹膜炎
．と決定した。
本患者のツ反應l亡就てみる匿、■昭和22年11
月陽韓し、23年草月陽性、同年5■月疑陽性、
6月野臥7月陰性となり、其の後殆んど毎
月ツ反應を行ったが、10月迄陰性が鏡石た。
即ち發病の翌月昭和23年7月よりツ反應陰性
となの、4ケ月間陰性であつ如ミ、同年1拍
轟び陽性となり、其の後陽性が培いてゐる。
度である。白樺神寵機能は、23年月Ⅰ2に行づた薬物
学的倹奄では幾らか交感神経緊張状態に傾き、25年－
10月の検査では碑々副交感神鮭緊張の傾向が見られ
る。併L総体的に見て、アドレナリソ及びピロカル
ビソの何れにも反応の少心無力型体質と見るべきで
あらう。アトロピン試験に放ては2回共殆ど反応な
く、肺樽ほ寧ろ減少してゐる。
昭和25年5月腹痛毎訴へ腹膜炎の像在室す0同年
9月担苫部に著しい掛橋な訴へたので、外科に取て
開院手術な行ふ。掴盲部は癒蕾著明にして多数の結
堪結節毎認めた。串柿優に腹痛は消過したが、胸部
の病状が思はしくないので、昭和26年5月29日より
スト・マイ療法在開始す。即ち29日夕刻にスト・マ
イ0・占6gむ陸尉せるに、同率申より軽度の不快感
ありて、翌30日正幸頃より強度の呼吸由難な訴ふ。
草時脈樽100至、呼吸数50にして、喘鳴及び鼻翠
l
呼吸な伴ふ。胞部は打診上菅変な藷めないが、肺野
全軌こ乾性出びに理性ラ菅在多量に聴取した。ビ車
カンフル、アドレナリン、エフエドリソ、レスタミ
ソ及びバンオピン等の注射ね試み七が、効果持続時
間は総て数時間以内で、呼吸が正常に復する迄には
約2相和要Lた。其の後に再度スト・マイ療法む待
ったが、・其る場合は1日童0．15gより醜始L、漸次
増量したのに拘らず、、総量毎・Ogいに達しない以前に、
前回と同様の呼吸困難在室Lた。本患者は人工気胸
壌施時に於て、送気後軽度の呼吸困難毎訴へたこと・
が歴々であった。本患者は事情により昭和2占年9月
退院L、其段通臨Lてゐるが、時々軽度の咳噺在認
め、胸部に少量の随伴雪辱聴取する程度で、体池上
昇等私語めない。
寮
J
侍使用せるツ液は倖研製2000借稀繹のも
のであり、同時にツ反膣を調査した他の者に
於て、ツ液の力慣が減弱Lたと恩はれる鮎を
認めること’が出来なかった。
ツ尿應陽性者が陰性を示す場合とLて、陽
性アネルギー、非特異性一時性アネルギー、
特異性一時性アネルギー∴睨感作された場合
の特異性アネルギー、陰性アネルギー琴が馨
げられてゐる。本忠常の場合．上記の何れに
属せしむべきであらうか。股感作による王陣異
―■
性アネルギー、即ち生体内に形成された抗体
ツベルクリン反応に関する考察 34古
が体内に存する抗原と結合することにより抗
体を先払．．体外より輿へられた抗原性物質に
反臆する能力がなくなった場合と解すべきで
あらうか。或いは春彦例の特異なる体質に基
因するものであらうか。或いは發病前3ケ月
間に体重がチ・5kg減少したことにより、身体
の一時的衰弱に基因するもの、即ち非特異性
←時性アネルギーと考へるべきであらうか○
、椅岡は説明のづかないアネルギーの1例を
▲
報告してゐるが、全身状態比較的良好なる肺
結核患者がア反膣陰性を示Lたのはぃ患者の
準力性体質によると解すべきであらうかと述
べてゐる。
．菅者の経験せる本症例旧前述せる如く・極
めて特異なる体質を有すること与り、本症例
に見られたアネルギーは、寧ろ特異体質によ
るものと解すべきではあるまいか0兎に角、
結核發病後問も恵くツ反應陰性韓化せる興味
ある1例である。
衆に本患者に見られた体質性エオジ」ノフィ
リーに就て考察するに、患者の父母及び同胞
5名の全員に、白血球増多を件ふエキジノフ
ィリーが証明せら―れたことより、家族性エオ
ジノフィサーと柄すべきものである。家族性
工オジノフィリーに就ては、太田等．清川等、
寺門等、弘等．岩月、平木、勅使河原、田中
等、関所の報告等があるけれど．も、父母及び
同胞の全例にエオジノアイリーが証明せられ
た例は殆んど無い。本患者に於て骨臨液から
約咄％のエオジン噂好細胞が証明せられ、暗
症中の自血球は殆んどェオジン噂好細胞であ
l
ったことは興味ある鮎である0
桔梗發病者の植物神経系亘状態に就ては、
多くの報昔がなされてゐるが．發病常時は交
感神経緊張に傾くものが多いと軍ふ詮を述べ
たものが多い棟である。福島は症状の進む忙
つれて、副交感神経紫野に傾くものがあると
述べてゐる。本症例に於て昼一哉病常時精々
交感神経緊張元傾いてゐたが、發病後2年4
ケ月日に行った検査では－精々副交感紳経緊
張の状態を呈した。
苅部は結核と喘息との関係に就て．次の如
く述べてゐる。即ち桔梗は過敏性体質を介し
て喘息を發生させ、桔梗性特異性アレルギー
を介して喘息に影響を及ぼすと言ってゐる。
本思考は生来感胃に曜の易小傾向はあったが．
踏板蟄病前に画て呼野困臥喘鳴等を認めた
ことはなかった。結核蟹病後、人工気胸療法
を始めた頃より、歴々経度の呼吸困難と喘鳴
とを認めたが．スト・マイ使用後に於ては高
度の喘鳴●を伴ふ呼吸困難を呈した。本患者の
場合も苅部氏の研究域揖に類似する鮎が認め
られる。
―　本患者に於て特に興味を覚えた一つは前述
せ早スー∴マイ使用後に担った呼吸困難であ
る。ズト，マイ使用による副作用に関しては．
スト・マイ研究協議脅の詳細な準告があり、
〇
相磯等、島本、擾乱藤田の綜詮乃至報唐が．
ある0副件用の主なるものとしては、難聴、
耳嶋、眩畳、頭痛、感心、唱吐、関節痛．發
疹、韓膚炎、發軌エオジン噂好細胞増多、
腎刺戟症状〔蛋白尿、囲柾尿）、肝及び腎の・
脂肪欒性等が奉げられてゐるが、未だ呼吸困
牲に関する報骨には接したことがない。唯動
物實験に放て、致死量に彦山大量を静脈内に
注射して、一呼吸困難が起つ蕗と言ふ報告があ
る。本症例に見られた呼吸困難に封しては、
ゲイタカンファー等の強心剤及びパンオピン
等の麻薬より■も、．アドレナリr又はレスダミ
ン等の方が効果的であった鮎より考へるなら
ば、此の場合の呼吸困難はアレルギー把起因
するものと考へるべきであらう0
人工気胸時に見られる副作用乃至併發症に
関しては、小川、Arni，HarのS’qGrnnwald，、
Sardo，樽谷。古池、三保等、其の他多数の
報告がある。即ち連出硬の瀦滑．膿胸、垂範
栓塞、肋膜ショック、肺穿孔．皮下束腫等が
′
奉げられてゐる。著者の鮭囁に於ては．初回
の人工気胸時に胸痛が許へられることは屡々
であるが、前述せる如き併發症を起さない阻
′
り．呼吸困難を呈すること嘩殆んどないと言
ってよい。磨るに本患者に於ては200′一300⊂°
轟
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程度の速寅に際して、屡々軽度の呼吸困難を
認めたo Enippin苧は人工気胸時の呼吸困難
に封する考察を行払．呼吸は基気軽人後少時
問影響せらる1のみで、縦隔賓の移動せる時
にのみ呼吸困難が凍ると言ってゐるが、。本症
例に於ては人工束胸實施後の胸部レントゲン
焉虞で、縦隔茸の移動を証明することは出釆
なかったし、叉茸際に於て300cc程度の遽束
により、呼吸困難を起す程の紅隔費の移動が
起るとも考へられない。患者の特異体質によ
るものと考へるべきであらう。
ⅠⅤ　結
桔梗聾病後間もなくツベルクリン反鷹が陰
性となれる1例を経験した。本患者は18才の
女子で、桔梗發病の翌月よりツ反應陰性とな
¢
り、約4ケ月間陰性が硬いた。5ケ月日・に再
び陽性となり．其の後陽性が続いてゐる。本
J
患者は白血球噂多を伴ふ体質性ヱオジノフイ
小山は呼吸困難とアレルギー疾患と超して．
萎縮性鼻炎と喉頭炎とを有する患者が沃度剤・
使用により喘息桂著作を起せる1例と．3回
目の咽喉ヂプチリー症を聾して呼吸困難を超
し、アドレツリン使月］により奏効せる1例と
に於て、2例共にエオジノフィワーを証明し
たと報合してゐろ。即ちエオジノブイサーと
呼吸国雄との問にも、アレルギーの鮎より見
」
て．何等かの関係が存在するものと推察せら
れる。
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サーを有し、ストレプトマイシン使用により
高度の呼吸国雄を呈し、文人工束胸算施後に
埠ても屡々軽度の呼吸困難を起せるもので、
体質畢的にも興味ある1脚と言ふべきであら
う。―
（櫛聾するに範み横田教授の御指導と御校閲とに対し深射す〕
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